
日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。
【研究代表者・所属研究機関控】

２版

２版様　式　Ｆ－７－１

　２．課題番号

  

５．研究実績の概要

６．キーワード

７．現在までの進捗状況
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３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
研究実施計画では、研究2,3年目の実施計画には、「①様々な河川における精度検証を行う」「②予測雨量を用いた場合の精度検証」「③他の洪水予測手法との
比較」を挙げている。現在までの進捗状況として、①②国内自治体の複数河川におけるモデル構築・精度検証、予測雨量を用いた場合の精度検証が実施できてい
る。また③については、都市河川以外ではあるが、最新の機械学習手法の適用・精度検証を行った。 
自治体や関係機関との関係や、コロナウイルスによる学会延期などに伴い、現時点では論文発表ができていないが、検討自体は進んでおり、今後の方針にも障害
は生じていない。これらの状況から、研究はおおむね順調な進展している認識している。 
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１．研究種目名　　　 18K13843

部局

本研究の目的は、高解像度な雨量データを活用して、人工知能を用いた河川水位予測モデルの構築および適用性検証を行うことである。これまで予測が困難とさ
れてきた都市中小河川を対象に、迅速かつ高精度な河川水位予測の実現を目指している。研究1年目には、研究実施計画に沿って、鶴見川の都市中小河川流域に
おいて深層学習を用いた水位予測モデルの構築・検証を行っている。 
研究2,3年目の実施計画には、「①様々な河川における精度検証」「②予測雨量を用いた場合の精度検証」「③他の洪水予測手法との比較」を挙げている。実施
計画①②に沿って、研究2年目における2019年度は、日本国内の自治体が管理する3河川においてモデルを構築し、実況雨量（XRAIN）および予測雨量（レーダ移
動解析）を用いた場合の精度検証を行った。対象とした3河川は、それぞれ急激な水位上昇などが河川管理者の課題となっており、流域面積・流域形状も異なっ
ているため、研究目的にも沿うものである。検討の結果、構築した水位予測モデルは対象3河川の降雨流出を十分に表現できており、実用的な精度で60分先まで
の水位予測が可能であった。ただし、降雨データ（実況雨量・予測雨量）の精度が不十分な事例では、水位予測の精度が下がる結果となった。本検討で使用した
XRAINは局所的な降雨をとらえられる一方、電波消散により強い雨を過小評価してしまう場合がある。課題として、CバンドレーダとXRAINを組み合わせるなどに
より、雨量データの品質を確保することで、水位予測の実用性も確保できるものと考えられる。 
また実施計画③に沿って、深層学習のほかに、近年有力とされる機械学習手法による水位予測モデルを構築し、既往研究の対象流域（1級河川）において適用性
の検証を行った。今後は、都市河川においても同手法の適用を試みる。
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和元年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

コロナウイルスによる学会延期や、自治体や関係機関との調整に伴い、学会発表・論文投稿が実施できなかったため。

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

本研究の3年目（最終年度）となる2020年度は、複数の実況降雨データ、予測降雨データを用いて、予測リードタイムに応じた精度検証を行う予定である。2019
年度までの検討で、降雨データの精度がボトルネックになり得ることを確認しており、2020年度にはこの課題解決のための検討を行う。また近年のAI・機械学習
の技術動向を踏まえて、新しい水位予測手法の適用を検討する。

８．今後の研究の推進方策
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